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 梅雨空の続く毎日ですが、皆様にはますますご健勝のこととお慶び申し上げます。今年も多

くの新入職員、転入職員を迎えることができ、地域連携室を通して昨年度いただきましたご厚

情に対する御礼を申し上げますとともにと本年度も職員一同、よろしくお願いいたします。 

さて、平成 28 年度は沖縄病院運営方針を『命薬（ぬちぐすい）・・・チーム医療と肝心

（ちむぐくる）で温かい医療を提供しよう』とし、目標を設定いたしました。その中から

いくつかを御紹介申し上げます。 

１．チーム医療とチムグクルで患者様の立場に立った良質の医療（ぬちぐすい）の提供を心が

けること、すなわち安全・安心・断らない・信頼の病院づくりを心がけます。 

２．本年度は本館の建て替えを実現すべく鋭意取り組んでいるところです。 

３．難病医療拠点病院・結核最終拠点病院に続き、特定領域がん診療連携拠点病院（肺癌）

に再挑戦します。外科・内科・放射線科・病理診断科とで治療方針等を議論するキャンサ

ーボードをさらに充実させていきます。 

４．地域医療連携室をさらに充実させ、迅速な検査（共同利用）・ＣＴ大腸造影検査の普及、

円滑な患者受け入れに努めます。 

５．本年 1 月に脳・神経・筋疾患研究センター（諏訪園秀吾センター長）を開設しました。

沖縄型ＡＬＳをはじめとする難病の診断と治療等で、ここ沖縄から全国、世界へ情報発信

していきたいと考えています。 

 

個人・職場目標の指針は『虎視牛歩』としました。文字通り、トラの千里を見渡す目と 

牛の慎重な歩みを意味し、事に当たるときは、将来に繋がる先見の目と安心・安全と慎重 

さを常に意識した目標設定を希望しました。 

職員一同一致団結して基本理念に違わぬ病院づくりに邁進する所存です。 

本年度もどうぞよろしくお願いいたします。 
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平成 28年度 ご挨拶 

 

 
 

国立病院機構沖縄病院 院長  川畑
かわばた

 勉
つとむ

 

基本理念：患者様の立場を尊重し高度で良質の医療を提供します。 



 

 

 

神経内科部長  渡嘉敷 崇（とかしき たかし）           

2016年 4月より沖縄病院神経内科へ赴任致しました。これまでは琉球大学医学部第三内

科で神経疾患の診療に従事してきました。神経疾患も中枢および末梢神経疾患、筋疾患また

免疫関連疾患など幅広い病態、疾患が有ります。また、高齢化社会に伴い増加している認知

症、パーキンソン病関連疾患をはじめとする神経変性疾患は今後沖縄県でもさらなる増加が

見込まれており、神経内科への社会的ニーズは更に高くなると考えています。 

神経内科部門および今年 1月より発足した脳・神経・筋疾患センターとともに専門性の高い

医療、地域医療の充実、患者様の満足度の向上に貢献できるように努めて参ります。皆様の

ご支援をよろしくお願いいたします。 

神経内科医師  藤原 善寿（ふじわら よしひさ）  

        はじめまして。私は 2016年 4月 1日より沖縄病院神経内科へ赴任しました藤原善寿と 

申します。2011 年に琉球大学（25 期生）を卒業し、県内の病院で内科後期研修までを行い

今年度から神経内科を専攻することとなりました。今まで急性期病院での勤務しかなく、日

常業務の違いに戸惑う日々ではありますが、医局の先生方、病院スタッフの皆様に支えられ

少しずつではありますが沖縄病院の一員になってきたのではないかと思っています。今後と

も日々精進しつつ、他院や地域の先生方からご指導いただきながら少しでも患者様、ひいて

は沖縄県のお役にたてればと考えております。至らない点も多々あると思いますが何卒よろ

しくお願い致します。 

神経内科医師  妹尾 洋（せのお ひろし）   

2016 年４月 1 日より琉球大学病院第三内科から沖縄病院神経内科へ赴任しました妹尾洋

といいます。卒後 4年目で神経内科になってまだホヤホヤです。もともと出身は大阪で、大

学から沖縄に来ました。海が好きで、学生時代は釣りやシュノーケルをよくやっていました

（でも泳げません。）部活は琉球芸能のサークルに入っていて三線を少しやっていました。

卒業後は大学病院で初期研修を行い、学生時代から神経に興味をもっていたのでそのまま大

学の神経内科に入局しました。大学病院では脳梗塞や変性疾患を半々で診る感じでしたが、

沖縄病院に来て変性疾患をたくさん診ることができて、とても恵まれた環境だと感じていま

す。また新しい場所で戸惑うことが多いのですが、皆様のおかげで少しずつ慣れてきていま

す。本当にありがとうございます。半年という短い間ですが今後ともよろしくお願いしま

す！精一杯頑張ります！ 

呼吸器内科医師 名嘉山 裕子 （なかやま ゆうこ）  

 

4 月より沖縄病院に赴任いたしました名嘉山裕子です。赴任前は、ハートライフ病院で 2

年間勤務しましたが、それ以前の 6 年間は臨床を離れていたためまだまだ研修中の身です。

沖縄病院の先生方から学びながら、地域医療にも貢献できるよう頑張っていきます。 

 

4月からの新しい先生方をご紹介します！！ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RimVJ9WCFXr3QANieU3uV7/SIG=12ogp1c0q/EXP=1461889533/**http:/omoiyali.jp/wp-content/themes/masukokensetu/images/gomenn.png


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難病研修会を行って 

難病医療相談専門員 新里
しんざと

 恵
めぐみ

 

平成 24年より難病拠点病院として、在宅重症難病従事者研修会を年 2回開催しています。 

平成 27年度 2回目の研修会を 3月 10日県総合福祉センターにて在宅重症難病一時入院事業の理想と現実を

3 年間の経験の中から講演させていただきました。最近の情報として難病の方の就労支援について那覇公共

職業安定所座波様より難病の方の就労継続と辞める前に相談し窓口がある事、障害手帳の必要性に関して情

報を得ました。地域支援を支える仕組みの「えんぽーと」理念と実態、進捗状況の状況提供が難病相談支援

センター「アンビシャス」センター長 照喜名様よりありました。重症難病患者の在宅療養がより充実したも

のに繋げられるよう研修テーマを考えていきたいと思います。ご協力よろしくお願いします。 
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呼気 NO測定装置について 

呼吸器内科医長 知花
ち ば な

 賢治
け ん じ

 

当院では 2014年 4月から NIOX MINO®という機器による呼気一酸化窒素濃度 

（以下 FeNO）の測定を開始しました。FeNOとは好酸球による気道炎症を反映する 

バイオマーカーとされています。測定方法は簡単で機器についているマウスピースを 

口にくわえて息を吸う、ゆっくりと息を吐くといったやり方で非常に簡単に測定できます。 

FeNO を測定する主な目的として、⑴咳嗽のある患者さんに喘息がないかを検査する際の補助診断に使え

る、⑵喘息患者さんの治療がうまくいっているかを確認できる、などがあります。FeNO値の解釈に関して

は、他の検査も行い総合的に判断する必要があり、喘息やアレルギー疾患をより多くみていることが重要だ

とされています。その点、当院では初めの 1年間で約 400人の患者さんに、測定件数では約 1000件の測定

を行いました。咳嗽のある方や、喘息患者さんの診療でお困りの際や FeNO測定を希望されている場合に当

院へご紹介いただければ測定できますので是非、ご紹介ください。                                

http://www.chest-mi.co.jp/wp-content/uploads/2014/07/nioxmino.jpg


 

 

 

フレッシュな新人看護師が今年も１３名採用されました。 

緊張と不安でいっぱいの中、日々研修や業務に励んでいます。 

これから沖縄病院の仲間として質の高い看護を目指して頑張ってくれることを期待しています！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看 護 師  上間 一代（うえま かずよ） 

 

４月より地域連携室に配置になりました上間一代です。 

看護師として、病棟の業務とは違い戸惑うことも多くありますが、連携室スタッフの皆さ

んに指導をうけながら、ひとつでも多くのことを学び、成長できるよう頑張っていきたい

と思います。よろしくお願いします。 

臨床心理士 吉村 直樹（よしむら なおき） 

 

はじめまして。４月から心理療法士として勤務しております、吉村です。当院では主に

神経心理学的検査と心理面接を担当します。患者様の視点を理解し、寄り添いながら支援

ができるよう努力していきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

  

 

 

                                                      

地域医療機関からの入退院調整、外来予約調整、患者さん・ご家族から

の相談への対応などを行っています。今後とも宜しくお願いします。 

ドキドキ‥ 

みなさん真剣に  

聞いています！！ 

 



内 科 ８時３０分～１２時まで
外 科 ８時３０分～１５時まで
胸 部 精 査 ８時３０分～１６時３０分まで（１２時以降は外科）

平成２８年４月１日現在
曜日

診療科（受付時間）

① 知花　賢治

② 名嘉山　裕子

③ 仲本　敦 大湾　勤子

④ 比嘉　太 知花　賢治

⑤ 大湾　勤子 第1.3.5(15:00～16:00)

第2.4   (14:00～16:00)

※予約時刻前に採血等の診療準備を行う場合がありますので、お時間に余裕をもってお越しください。

８：３０～１１：００ ８：３０～１２：００ ８：３０～１２：００ ８：３０～１１：００

【乳腺・甲状腺外来】 【糖尿病外来】

中川　裕 上原　盛幸
（予約制） （９：００～１２：００）

（１４：００～１７：００） 【ピロリ菌・大腸CT】
樋口　大介

（１３：００～１５：００）

【皮膚科外来】
苅谷　嘉之

（１４：００～１７：００）

※ご不明な点・予約変更等ありましたら下記へお問い合わせ下さい。
※お問い合わせ時間は、9:00～17:00までとなっております。
※セカンドオピニオンは病院間の調整で予約を受け付けております。
※『乳がん検診』につきましては月曜の午後のみの受付となります。

独立行政法人国立病院機構　沖縄病院

ＴＥＬ  098-898-2121（代）
ＦＡＸ  098-897-9838

〒901-2214　沖縄県宜野湾市我如古３丁目２０番１４号

那覇市・浦添市・宜野湾市・西原町

がん検診
８：３０～１２：００

専　門　外　来

【循環器専門外来】
比嘉　冨貴

（９：００～１２：００）

【ピロリ菌・大腸CT】
古謝　亜紀子

（１３：００～１５：００）

整　形　外　科 當銘　保則
（9：００～１2：００）

平良　尚広

久志　一朗
（消化器）

久志　一朗
（消化器）

外
　
　
科

外　　　　 科
呼 吸 器 外 科

血 痰 外 来
肺 ド ッ ク

（８：３０～１５：００）

河崎　英範 伊地　隆晴 饒平名　知史
川畑 　勉

古堅　智則

放 射 線 科
大城　康二 大城　康二 大城　康二 大城　康二 大城　康二

　※　ＣＴ ・ ＭＲＩ ・ ＲＩ検査 ・ 放射線治療（リニアック）は随時受付 

藤﨑　なつみ

※神経疾患の新患の方は、地域医療連携室を通してかかりつけ医からの紹介状(診療情報提供書)をもとに「予約枠」をお取り下さい。

※当日「予約枠」に空きがある際は、「予約外の新患」も受け付け可能ですが、原則、診療は予約患者さまの後になります。

再診
（予約制）

藤﨑　なつみ 中地　亮 【休診】 渡嘉敷　崇
諏訪園　秀吾
城戸　美和子
藤原　善寿

神
　
経
　
内
　
科

新患
（予約制）

（８：３０～１２：００）

渡嘉敷　崇
城戸　美和子

藤原　善寿
【休診】 中地　亮

緩和医療外来
（予約制）

久志　一朗 久志　一朗 久志　一朗

仲本　敦

比嘉　太

総合診療内科
消化器内科

（８：３０～１２：００）

古謝　亜紀子
（８：３０～１１：００）

樋口　大介 古謝　亜紀子 樋口　大介 古謝　亜紀子
（８：３０～１１：００）

内
　
　
科

呼吸器内科
（紹介状あり）

（８：３０～１２：００）

仲本　 敦 知花　賢治 比嘉　太 名嘉山　裕子
【交代制】

呼吸器内科
一般内科
禁煙外来

（紹介状なし）
（８：３０～１２：００）

比嘉　太

知花　賢治

大湾　勤子

仲本　敦

外 来 診 療 科 担 当 医 表
診療受付時間 ：

月 火 水 木　 金


